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02-140
ピンポイント水中グラブ位置
誘導システム（PUGナビ） 東亜建設工業

⾣ 概　　　要

従来，άラϒ式ᔱᕕધは，ϒーϜ先端に G14 アンテナを設

置するなどしてϒーϜ先端位置をάラϒバケットの位置として

位置༠ಋをߦっている。しかし，目標点へϒーϜ先端を༠ಋ

しても，ை流の͋るとこΖではை流のӨڹをडけてάラϒバ

ケットが流されてしまうため，ਫ中の目標点へ正確に༠ಋす

ることはࠔで͋る。

回։発した「ピンポイントਫ中άラϒ位置༠ಋシステϜࠓ

（1inQPinU 6ndFSXBUFS GSBC-CBDkFU NBWiHBUiPn 4ZTUFmɿ௨称

16G ナビ）」は，ϒーϜ先端に設置した G14，ધに設置した

G14 方位ܭやトランスデューサ（ड৴機），άラϒバケットに

設置したトランスポンダ（ૹ৴機）によりਫ中でのάラϒバケッ

ト位置をリアルタイϜにࢉ出し，高ਫ਼度にॴ定の位置へ༠ಋす

るシステϜで͋る。

トランスデューサを基準としてܭଌされたάラϒまでのڑ

・方位・ਂ度情報は，無線 LAN にてクレーンオペࣨへૹ

され，άラϒバケットのࡏݱ位置，目標位置，目標位置までの

Ҡ動方向とҠ動量を画໘上に表示可能で͋る。

オペレータは，リアルタイϜに表示される画໘をݟながらά

ラϒバケット位置を目標点へ正確に༠ಋすることができるた

め，作業ޮ率の向上がਤられるとともに高ਫ਼度なࢪ工が可能と

なる。ঘ，本システϜは，新ٕज़情報提供システϜ NETI4 に

ొされている（ొ番号 �,T,-120005-A）。

⾣ 特　　　徴

①ਫ中部のάラϒ位置を高ਫ਼度にѲし，༠ಋがߦえるため作

業ޮ率およびࢪ工ਫ਼度の向上を実ݱ。

②άラϒ位置の༠ಋͩけでなく，ધ位置༠ಋٴびϒーϜ先端

位置༠ಋも可能。

③無線 LAN を用いたローカルネットϫークをߏஙするためࢪ

工情報のڞ༗が可能。

④使用機ثはখ型かͭ無線データ௨৴のため，どのધഫにも容

易に設置可能。

⾣用　　　途

・ை流がૣいਫਂ下におけるোఫڈ工事

におけるᔱᕕ工事ߓړ，ބ，，Տߓ・

・ফ波ϒロック等のਾ付工事

⾣実　　　績

東日本大ࡂのඃࡂにおいて，波で流されւఈにଯੵし

たנのఫڈ工事に使用された。最近はফ波ϒロックのਾ付工

事やط設ߏと近接したᔱᕕ工事にも使用されている。

⾣問 合 せ 先

東ѥ建設工業㈱　 ܦ営企画部報ࣨ　

〒 163-1031

東京都新॓区新॓ 3-7-1　新॓パークタϫー 31'

TELɿ03-6757-3821　'A9ɿ03-6757-3830

図─ 1　システムイメージ

図─ 2　ソフトウェア画面例

図─ 3　施工状況写真
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04-344 嵌合リング継手 フジタ

⾣概　　　要

近，シールド工事では，෴工品質の向上・ࢪ工期間のॖ

を目的として，ೋ࣍෴工を͋らかじめ工場でࢪ工したೋ࣍෴工

Ұମ型セάメントの使用が૿加している。Ұ方，都ࢢ部の下ਫ

ಓやӍਫ排ਫ࿏のシールド工事では，ཱ݅等からۂٸ線の

ܧ線区間でセάメントリンά間のۂٸ，工がଟくなっておりࢪ

手に作用する大きなせΜ断力にରするิ強方法が՝となって

いた。

大きなせΜ断耐力を確保するためには，ܧ手数を૿加させる

ରࡦがߟえられるが，せΜ断耐力を૿強させることͩけを目的

としてܧ手数を૿加させることは，コストやࢪ工性の؍点から

ましくない。そこで，せΜ断力にର߅するઐ用部材で͋るቕ

合リンάをみ込Μで，せΜ断耐力を強Խした，新型セάメン

トܧ手「ቕ合リンάܧ手」を։発した。։発に͋たっては，試

場での実ଌにより，新型セάݱ工ࢪ・ݧମによる性能確認実ݧ

メントܧ手の適用性を確認した。

ቕ合リンάܧ手の使用により，ܧ手数が減できるイメージ

を図─ 1 に示す。

ቕ合リンάܧ手の使用により，ೋ࣍෴工Ұମ型セάメントの

ることができる。また，従来͛線への適用範囲を大きくۂٸ

は数種類のせΜ断ิ強したܧ手を使いけていたものを，1 種

類のܧ手で༷ʑなۂ線ܘのࢪ工にର応することが可能になる

（写真─ 1，図─ 2）。

⾣特　　　徴

・使用するቕ合リンάの材料強度・サイズを変ߋすることで，

༧されるせΜ断力にରして最適なせΜ断耐力を෯く設定

することが可能で͋る。

⾣用　　　途

手のせΜ断ิ強ܧ線シールドにおけるリンά間ۂٸ・

⾣実　　　績

・下ਫॲ理場์流ڎ工事（東京都）

⾣問 合 せ 先

㈱ϑジタ　報ࣨ

〒 151-8570　東京都ौ୩区ઍବϲ୩ 4-25-2 मཆஂ 4:D ビル

TELɿ03-3402-1911　'A9ɿ03-3404-8477
図─ 1　  従来型ボルト継手と嵌合リング継手の接合本数イメージ（面積比

4以上）

写真─ 1　  急曲線部用二次覆工一体型セグメント（コンクリート中詰鋼製）
と嵌合リング

図─ 2　リング間接合部せん断補強詳細




